
仙
北
市
議
会
議
長　
　
　
　

青
柳
宗
五
郎

 　

執
行
機
関
で
あ
る
首
長
は
、
予
算
の
編

成
権
と
、
殆
ど
の
議
案
の
提
出
権
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
首
長
の
優
位
性
と
言

わ
れ
る
所
以
で
す
。

　

し
か
し
、
19
人
の
議
員
が
、
首
長
よ
り

何
倍
も
、
徹
底
し
て
市
民
と
結
び
つ
く
事

に
よ
っ
て
、
首
長
を
は
る
か
に
凌
ぐ
、
情

報
を
持
つ
事
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
政
策

を
判
断
す
る
上
で
、
最
も
大
切
な
情
報
は
、

役
所
の
中
に
で
は
な
く
、
地
域
に
あ
る
か

ら
で
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
議
論
を

尽
く
し
た
結
果
と
し
て
の
全
体
合
意
が
、

行
政
を
動
か
し
得
る

｢

議
会
力｣

と
な
る

の
で
す
。

　

昨
年
の
審
議
結
果
で
は
、｢

４
件
の
修

正
可
決｣

と

｢

１
件
の
否
決｣

と
な
り
、

客
観
的
に
は
市
議
会
が
機
能
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

　

議
員
に
は
、
政
府
の
課
題
や
論
点
を
抽

出
で
き
る
分
析
力
と
洞
察
力
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

普
段
の
研
鑽
に
よ
る

｢

議
員
力｣

に
基

づ
き
、
市
民
に
と
っ
て
、
分
か
り
易
い
議

論
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
初
め
て
、
信
頼

は
付
い
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
自
治
体
の
存
亡
を
も
脅
か

す
昨
今
、
市
民
、
議
会
、
市
長
や
職
員
と

の
更
な
る
対
話
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

議
会
力
を
高
め
、
そ
れ
を
支
え
る
議
員
力

を
高
め
る
事
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

合
併
か
ら
10
年
を
迎
え
る
節
目
に
あ
た

り
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
と
の
対
話
に
よ
り
、

仙
北
市
の
経
営
に
向
け
た
着
実
な
合
意
づ

く
り
が
で
き
て
こ
そ
、
次
の
10
年
に
繋
が

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。　

（
１
月
８
日
記
）

議
会
力
を

　
　
支
え
る
議
員
力
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27
案
件
を
審
議

　

12
月
定
例
会
は
11
月
28
日
か
ら

12
月
19
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
た
。

　

最
終
日
に
田
沢
湖
浄
化
セ
ン

タ
ー
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
変

更
案
の
追
加
提
案
が
あ
っ
た
。

誘
致
企
業
の
用
地
追
加
取
得
案
は

否
決
さ
れ
た
。

　

用
地
追
加
取
得
に
伴
う
造
成
費

約
２
０
１
４
万
円
を
予
備
費
に
繰

り
入
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案

修
正
案
な
ど
の
提
出
案
件
26
件
は

可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

　

尚
、
教
育
委
員
任
命
案
と
農
業

委
員
推
薦
案
に
つ
い
て
は
初
日
に

同
意
承
認
さ
れ
た
。

◎
議
案
第
１
３
０
号

　

土
地
の
取
得
の
一
部
を
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て 

反
対
討
論

　

今
回
の
㈱
司
食
品
工
業
の
土
地

の
取
得
が
計
画
の
変
更
に
よ
る
も

の
と
の
事
だ
が
、
口
頭
の
み
で
、

詳
細
な
図
面
や
計
画
概
要
等
も
示

さ
れ
ず
不
明
確
で
あ
る
。
企
業
側

の
誠
意
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
進
ん

で
い
く
事
に
は
、
市
民
の
不
安
が

増
大
し
、
今
後
に
大
き
な
問
題
を

残
す
と
考
え
る
。

【
採
決
】

　

反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

（
熊
谷
一
夫 

記
）

用地取得案を否決 一般会計補正額

１億３０２３万円に

第7回 仙北市議会１２月定例会

補正後累計は 189 億 3403 万円に

凡例 : 賛→賛成、反→反対　欠→欠席（議長は、法律に定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

議案番号

会派及び氏名等　　

　　件　　　　名

議決
月日

議決
結果

仁政クラブ 民　政　会　議 翠
すい

　 巒
らん

 　会 市民
クラブ

会派に
属しない議員
共
産
党

公
明
党

黒
沢
龍
己

田
口
寿
宜

佐
藤
大
成

髙
橋
　
　
豪

稲
田
　
　
修

伊
藤
邦
彦

阿
部
則
比
古

安
藤
　
　
武

門
脇
民
夫

小
林
幸
悦

真
崎
寿
浩

荒
木
田
俊
一

大
石
温
基

八
柳
良
太
郎

小
田
嶋
忠

平
岡
裕
子

熊
谷
一
夫

髙
久
昭
二

議 案 第 8 9 号 平成 25 年度仙北市一般会計歳入歳出決
算認定について 11.28 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛

議案第110号
仙北市議会議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部を改正する条
例制定について

11.28 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

議案第119号

平成26年度仙北市一般会計補正予算（第
8 号）修正案

12.19 修正
可決

賛 賛 賛 賛 欠 反 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

平成26年度仙北市一般会計補正予算（第
8 号） 賛 賛 賛 賛 欠 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第130号 土地の取得の一部を変更することにつ
いて 12.19 否決 反 反 反 反 欠 賛 反 反 賛 反 反 反 反 反 反 反 反 反

議案第135号 仙北市教育委員会委員の任命につき同
意を求めることについて（河原田修氏） 11.28 同意 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

平成26年 第7回 仙北市議会定例会賛否が分かれた議案（招集日：11/28　最終日：12/19）
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平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
に
つ
い
て
の
議
案
を

12
月
11
日
・
12
日
の
２
日
間
の
日
程
で
分
科
会
審
査
を
行
い
、
16
日
に

各
分
科
会
の
審
査
報
告
及
び
質
疑
、
18
日
に
は
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
。

（
各
分
科
会
の
質
疑
は
、
委
員
会
報
告
に
て
記
載
）

民
の
血
税
を
投
下
す
る
事
は
、
確

実
な
誘
致
に
向
け
一
歩
で
も
進
展

が
無
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
も
の

と
判
断
す
る
。

2
新
た
な
雇
用
を
創
出
し
、
産
業

の
振
興
、
し
い
て
は
、
地
域
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
企
業
の
誘
致

は
、
議
員
全
員
が
望
み
、
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
度
重
な
る
計
画
変
更

の
都
度
、
か
か
る
経
費
も
嵩か
さ

む
現

状
に
あ
る
中
、
果
た
し
て｢
相
手

企
業
と
の
協
議
が
円
滑
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か｣

と
懸
念
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
今
後
の
方
向
性
を
含
め

た
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
早

急
に
市
民
へ
提
示
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
相
互
の
信

頼
関
係
が
失
わ
れ
か
ね
な
い
。

3
当
初
の
計
画
に
よ
る
約
２
５
，

０
０
０
㎡
の
土
地
取
得
と
、
そ
の

造
成
工
事
の
経
費
は
、
既
に
承
認

済
み
で
あ
り
、
入
札
・
契
約
後
は

直
ち
に
造
成
工
事
に
取
り
掛
か
る

事
が
で
き
る
状
態
に
あ
る
。
ま
ず

は
、
現
状
の
範
囲
に
お
い
て
、
進

捗
が
見
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、

予
算
常
任
委
員
会
報
告

｢

市
民
へ
安
心
感
を
与
え
る｣

｢

市

民
の
不
安
感
を
払
拭
で
き
る｣

も

の
と
判
断
す
る
。
従
っ
て
、
先
の

課
題
解
決
に
向
け
て
進
展
が
確
認

さ
れ
る
ま
で
、
凍
結
す
べ
き
で
あ

る
。

■
修
正
案
に
対
す
る
討
論

反
対
討
論
①

　

本
市
の
急
激
な
人
口
減
少
の
要

因
の
一
つ
は
、
雇
用
の
場
が
少
な

い
為
で
、
若
者
の
流
出
に
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
に
住
み
続
け
る
こ
と
を
望
む

多
く
の
市
民
も
い
る
。
そ
の
希
望

を
叶
え
る
に
は
職
場
が
必
要
で
あ

る
。
こ
こ
は
、
万
難
を
排
し
て
、

企
業
を
誘
致
す
る
為
の
用
地
を
確

保
し
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

反
対
討
論
②

　

市
内
の
雇
用
を
創
出
さ
せ
る
事

は
、
重
要
な
政
策
の
一
つ
で
、
誘

致
活
動
を
持
続
さ
せ
る
事
が
大
切

で
あ
る
。
覚
書
で
は
、
市
が
工
業

用
地
を
取
得
し
、
造
成
し
、
必
要

な
準
備
を
す
る
と
い
う
公
文
書
で

の
約
束
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
造

成
を
認
め
な
い
事
は
、
公
文
書
で

交
わ
さ
れ
た
約
束
を
市
が
反
故
に

す
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
れ
が
、

本
市
へ
の
進
出
の
可
能
性
の
芽
を

摘
む
事
に
も
つ
な
が
る
。

　

企
業
の
進
出
に
期
待
し
、
Ｕ
タ

ー
ン
し
て
い
る
若
者
や
盛
岡
、
北

上
な
ど
の
遠
方
ま
で
職
場
を
求
め

企
業
誘
致
対
策
事
業
費
の

修
正
案
提
出
さ
れ
る

て
い
る
実
態
も
あ
り
、
企
業
誘
致

に
希
望
を
託
し
、
実
現
に
向
け
て

の
激
励
も
頂
い
て
い
る
。
仙
北
市

は
、
若
者
の
定
住
に
寄
与
す
る
環

境
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　

合
併
前
の
西
木
村
時
代
に
は
、

誘
致
企
業
の
為
に
約
１
億
円
を
か

け
工
場
用
地
を
造
成
し
た
経
緯
が

あ
る
が
結
果
と
し
て
企
業
の
立
地

に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し

た
経
緯
か
ら
も
、
口
頭
の
協
議
だ

け
で
は
非
常
に
危
険
で
は
な
い
か

と
危
惧
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
企
業

誘
致
に
約
２
億
円
を
投
下
し
た
事

の
問
題
点
は
拭
い
き
れ
ず
、
現
段

階
で
再
度
、
土
地
を

購
入
し
、
造
成
す
る

事
は
リ
ス
ク
が
大
き

い
。

　

現
段
階
で
、
現
地

法
人
も
設
立
さ
れ
て

い
な
い
し
、
所
管
委

員
会
の
工
場
視
察
も

実
現
さ
れ
ず
、
企
業

が
立
地
す
る
と
言
う

確
実
性
に
お
い
て
は

不
透
明
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
で

追
加
投
資
し
て
も
、

ト
ラ
ブ
ル
や
行
き
違

い
に
よ
る
誤
解
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
そ

の
対
応
も
心
配
さ
れ

る
。
更
な
る
一
般
財

源
を
投
下
し
続
け
る
事
が
市
民
の

為
に
な
る
の
か
、
と
い
う
事
を
私

達
は
冷
静
に
判
断
す
べ
き
で
あ

る
。

【
採
決
】

　

賛
成
多
数
に
よ
り
、
修
正
案
は

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
修
正
可
決
し
た
部
分
を
除
く
補

正
予
算
原
案
に
対
す
る
採
決

【
採
決
】

　

賛
成
多
数
で
、
原
案
は
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
一
夫 

記
）

修
正
内
容

　

追
加
で
取
得
す
る
土
地
３
，

８
９
０
㎡
の
用
地
造
成
費
用
と
、

市
道
生
保
内
黒
沢
２
号
線
の
拡
幅

に
か
か
る
改
良
工
事
費
用
と
の
合

計
額
２
千
14
万
８
千
円
を
削
減
し

て
、
同
額
を
予
備
費
へ
組
み
替
え

る
も
の
で
す
。

修
正
案
提
出
理
由

1
企
業
誘
致
対
策
事
業
と
し
て
、

土
地
の
取
得
費
用
や
造
成
工
事
費

等
に
、
こ
れ
ま
で
、
約
２
億
円
の

市
税
を
つ
ぎ
込
ん
で
き
た
。
し
か

し
、
市
当
局
か
ら
は
、
昨
年
か
ら

の
課
題
で
あ
る｢

現
地
法
人
の
立

ち
上
げ｣

｢

協
定
書
の
締
結｣

｢

工

場
の
配
置
図｣

｢

今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル｣

｢

東
北
工
場
へ
の
現
地

視
察｣

等
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
内

容
が
、
今
定
例
会
に
お
い
て
も
何

一
つ
示
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
か

ら
は｢

確
実
に
本
市
へ
来
て
く
れ

る
の
か｣

と
の
不
安
が
増
大
し
て

い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
市

予算常任委員会風景
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7
人
の
提
言

市
長

仁
政
ク
ラ
ブ 

田 

口 

寿 

宜 

議
員

定
住
対
策
促
進
室（
仮
称
）の
設
置
や

次
期
発
展
計
画
で
対
応

定
住
人
口
、
交
流
人
口
対
策
を

仙
北
市
の
未
来
を
想
う

　

地
域
資
源
を
生
か
し
た

定
住
人
口
及
び
交
流
人
口

対
策
を
柱
と
し
た
産
業
振
興
も
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
集
中
し
て

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

定
住
促
進
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
4
月
の
組

　

昭
和
51
年
か
ら
女
岳
の

地
温
観
測
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
る
。
今
年
1
月
に
設
置

さ
れ
た
秋
田
県
の
秋
田
駒
ケ
岳
、

秋
田
焼
山
の
火
山
防
災
協
議
会

で
も
地
温
の
測
定
の
充
実
に
つ

い
て
相
談
し
て
い
き
た
い
。

　

避
難
用
具
の
備
蓄
に
つ

い
て
、
避
難
場
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
箇
所
に
備
蓄

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

一
定
期
間
を
も
っ
て
入

れ
替
え
が
必
要
な
備
蓄
、

非
常
食
等
は
東
地
区
公
民
館
で

一
括
管
理
さ
れ
て
い
る
。
毛
布
、

タ
オ
ル
、
発
電
機
な
ど
は
各
庁
舎

や
公
民
館
で
管
理
し
て
い
る
。
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
状
況
に
応

じ
て
被
害
箇
所
に
集
中
搬
送
す

る
と
い
う
考
え
方
で
、
搬
送
先
は

56
ヶ
所
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
の
防
災
月

間
・
週
間
で
は
、
ど
の
よ

う
な
事
を
考
え
て
い
る
の
か
を

伺
い
た
い
。
自
主
防
災
組
織
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
み
て
は
ど

う
か
。　

平
成
27
年
の
秋
田
県
総

合
防
災
訓
練
の
会
場
が
仙

北
市
に
決
定
し
て
い
る
が
、
市
の

防
災
期
間
中
に
開
催
で
き
る
よ

う
県
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

（
黒
沢
龍
己 

記
）

見
を
汲
み
取
っ
て
、
そ
れ
を
行
政

に
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
市
長
の

責
務
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

市
立
角
館
総
合
病
院
建

設
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

医
療
ビ
ジ
ョ
ン
・
計
画
が
し
っ
か

り
と
示
さ
れ
て
い
な
い
中
で
進
ん

で
い
る
感
が
あ
る
。
経
営
は
成
り

立
つ
の
か
。
そ
の
根
拠
は
。

　

市
立
角
館
総
合
病
院
の

基
本
方
針
は
、
平
成
22
年

3
月
作
成
の
新
病
院
基
本
構
想
に

示
し
て
あ
る
。
引
き
続
き
仙
北
市

の
基
幹
病
院
と
し
て
、
仙
北
市
民

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
二
次
医
療

圏
、
圏
域
の
住
民
の
方
々
の
生
命

と
健
康
を
守
る
こ
と
を
叶
え
る
準

備
が
進
ん
で
い
る
。
経
営
状
況
等

に
つ
い
て
は
平
成
25
年
度
末
で

15
億
７
０
０
万
円
の
累
積
欠
損
金

が
あ
る
が
、
こ
れ
の
多
く
は
減
価

償
却
費
で
あ
り
、
現
金
支
出
を
伴

わ
な
い
費
用
で
、
危
惧
す
る
負
債

と
は
全
く
違
う
も
の
で
あ
る
。
減

価
償
却
費
を
除
い
た
現
金
留
保
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
の
病
院
建

築
予
定
年
度
以
降
も
黒
字
を
維
持

で
き
る
試
算
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
に
対
す
る
備
え

　

駒
ケ
岳
は
、
特
に
地
温

測
定
に
つ
い
て
、
常
に
観

測
を
し
て
い
く
体
制
を
整
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

織
再
編
で
は
、
定
住
対
策
促
進

室
（
仮
称
）
を
設
置
し
、
従
来
の

定
住
促
進
施
策
の
他
、
不
動
産
業

界
と
の
連
携
に
よ
る
空
家
の
掘
り

起
こ
し
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
一
新
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
等
と
の
連
携
を
行
い
、
集
中

的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。
企
業
誘
致
な
ど
の
産
業
振
興

に
つ
い
て
は
発
展
計
画
に
基
づ
い

て
事
業
を
進
捗
し
て
き
た
が
、
達

成
で
き
て
い
な
い
部
分
が
相
当
あ

る
。
次
期
発
展
計
画
で
は
、
そ
れ

を
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
さ
ら
に
新

し
い
時
代
に
即
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

庁
舎
整
備
基
本
構
想
に

つ
い
て
、
市
内
10
ヶ
所
で

住
民
説
明
会
を
開
催
。
様
々
な
貴

重
な
意
見
や
提
言
が
寄
せ
ら
れ

た
。し
か
し
、参
加
者
が
少
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
何
を
物
語
っ
て
い
る

の
か
。　

周
知
方
法
が
問
題
な
の

か
。
会
議
の
案
件
に
興
味

が
な
い
の
か
。
市
の
行
政
へ
の
期

待
が
な
い
の
か
。
要
因
を
分
析
し

き
れ
て
な
い
。
ま
た
、
若
者
の
出

席
が
少
な
い
こ
と
も
大
き
な
問
題

と
し
て
考
え
て
い
る
。
補
正
予
算

で
お
願
い
を
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
年
代
別
の
考
え
方

も
把
握
し
た
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や

意
見
交
換
で
細
や
か
に
市
民
の
意

老朽化が著しい角館庁舎

問

問問

問問

問

答

答

答答 答

答
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こ
こ
が
聞
き
た
い

市
長

の
返
済
計
画
に
よ
り
回
避
で
き
る

内
容
で
あ
る
。

  

現
状
変
更
が
い
か
に
困

難
で
あ
っ
て
も
、
開
業
が

遅
れ
よ
う
と
も
、
万
難
を
排
し
て

人
口
減
少
に
対
応
す
る
、
規
模
縮

小
の
再
設
計
を
し
て
出
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

  

　

平
成
25
年
3
月
に
策
定

さ
れ
た
秋
田
県
医
療
保
健

福
祉
計
画
で
の
大
曲
仙
北
医
療
圏

の
基
準
病
床
と
い
う
の
は
、
1
，

０
３
５
床
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
現
在
の
大
曲
医
療
セ
ン
タ
ー

の
病
床
数
及
び
新
角
館
総
合
病
院

の
計
画
病
床
数
を
含
め
て
医
療
圏

内
病
院
の
病
床
数
は
９
７
０
床
と

な
り
計
画
よ
り
60
床
以
上
が
少
な

い
状
況
で
あ
り
、
将
来
の
人
口
減

少
に
も
対
応
で
き
る
病
床
数
を
考

え
て
圧
縮
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

（
門
脇
民
夫 

記
）

将
来
の
人
口
減
少
に
も
対
応
で
き
る
病

床
数
等
で
あ
る

市
立
角
館
総
合
病
院
は
将
来
の
人
口
減
少
を
考
慮
し
た
規

模
に
病
床
数
等
を
縮
小
し
、 

再
設
計
す
べ
き
で
な
い
か

民
政
会
議 

阿
部 

則
比
古 

議
員

市
立
角
館
総
合
病
院
の

建
設
に
つ
い
て

　

病
院
設
計
の
着
手
時  

の
想
定
よ
り
、
市
民
の
人

口
減
少
率
が
加
速
し
て
る
。
今
後

20
年
あ
る
い
は
30
年
先
の
市
民
の

人
口
や
年
齢
別
構
成
比
を
ど
の
よ

う
に
推
計
し
外
来
及
び
入
院
患
者

数
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　

患
者
数
に
つ
い
て
は
平

成
22
年
国
勢
調
査
や
、
最

新
デ
ー
タ
に
基
づ
き
推
計
し
て
い

る
。

　

入
院
患
者
数
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
度
国
保
診
療
レ
セ
プ
ト
か

ら
仙
北
市
全
体
の
入
院
患
者
数
を

推
計
し
た
。
又
、
角
館
病
院
の
院

内
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
か
ら
入
院
患

者
数
を
抽
出
し
角
館
病
院
に
お
け

る
仙
北
市
の
入
院
患
者
の
シ
ェ
ア

率
を
算
定
し
、
そ
の
係
数
を
乗
じ

て
開
院
10
年
後
、
20
年
後
の
将
来

入
院
患
者
数
を
推
計
、
さ
ら
に
、

そ
れ
に
病
院
稼
働
率
90
％
を
乗
じ

て
病
床
数
を
算
出
し
た
結
果
、
一

般
病
床
１
７
０
床
、
精
神
病
床
36

の
声
か
け
は
、
現
在
改
善
の
取
り

組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
度
以
降
、
患
者
の

様
々
な
苦
情
に
対
し
て
、
院
内
の

各
場
所
に
意
見
箱
を
設
け
て
、
お

名
前
が
あ
る
方
に
は
直
接
手
紙

で
、
お
名
前
が
な
い
方
は
病
院
内

に
内
容
等
を
掲
示
し
て
改
善
を

図
っ
て
い
る
。
苦
情
は
年
々
減

少
し
、
お
礼
の
意
見
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
苦
情
が
な
く

な
っ
た
訳
で
は
な
い
の
で
、
地
道

に
患
者
の
意
見
や
苦
情
に
つ
い

て
、
真し
ん
し摯
に
対
応
す
る
と
と
も
に

患
者
へ
の
対
応
の
向
上
に
努
め
、

病
院
と
し
て
の
信
頼
を
高
め
て

行
く
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

多
額
の
病
院
建
設
費
用

で
将
来
病
院
会
計
が
破
綻

す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

病
院
建
設
費
用
の
財
源

は
一
般
会
計
と
病
院
事
業

会
計
か
ら
約
50
％
ず
つ
が
支
出

さ
れ
る
。

　

一
般
会
計
で
は
過
疎
債
で
充

当
さ
れ
る
。
過
疎
債
は
そ
の
70
％

が
地
方
交
付
税
と
し
て
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
。

　

病
院
事
業
会
計
で
も
地
方
交

付
税
算
入
が
あ
り
国
か
ら
補
填

さ
れ
る
。
病
院
事
業
会
計
の
赤
字

に
よ
る
資
金
シ
ョ
ー
ト
が
何
よ

り
心
配
で
あ
る
が
、
そ
の
部
分
で

は
し
っ
か
り
と
し
た
目
標
設
定

床
、
合
計
２
０
６
床
と
な
り
、
そ

れ
が
病
床
数
及
び
病
院
規
模
の
算

定
と
な
っ
て
い
る
。

　

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
患
者

へ
の
対
応
が
悪
く
、
そ
れ

が
市
民
に
広
く
定
着
し
て
し
ま
っ

た
。
病
院
を
改
築
し
た
と
し
て

も
、
こ
こ
ま
で
評
判
を
落
と
し
て

し
ま
っ
て
は
、
失
地
回
復
は
無
理

と
推
論
す
る
ほ
う
が
道
理
と
思
う

が
、
改
善
策
は
あ
る
の
か
。

　

平
成
25
年
1
月
、
民
間

企
業
で
実
績
の
あ
る
会
社

に
委
託
し
て
外
来
、
入
院
で
の
病

院
対
応
、
病
院
設
備
、
病
院
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
患
者
満
足
度
調
査
を

外構工事が進んでいる
病院建設地

病院完成予想立体図

問

問

問

問

答

答

答

答

実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
外
来
に
関
す
る
一

番
の
不
満
は
待
ち
時
間
の
長
さ

で
、今
回
の
改
築
に
当
た
っ
て
は
、

診
察
前
待
ち
時
間
対
応
と
し
て
、

各
診
療
科
単
独
受
付
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
受
付
業
務
の
簡
素
化
と

待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
る
。
さ
ら

に
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
に
受
付
番
号

電
光
表
示
を
予
定
し
、
患
者
の
皆

様
が
不
安
に
な
ら
な
い
対
応
を
す

る
。
ま
た
、
診
察
後
の
会
計
を
行

う
待
ち
時
間
対
策
と
し
て
、
電
子

カ
ル
テ
を
導
入
し
会
計
ま
で
の
時

間
短
縮
を
行
う
。し
か
し
な
が
ら
、

一
番
の
苦
情
対
応
は
看
護
師
な
ど

に
よ
る
患
者
に
対
す
る
声
か
け
が

重
要
で
あ
る
。
患
者
は
具
合
が
悪

く
来
院
し
て
い
る
う
え
に
、
忘
れ

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
不
安
が
重
な
り
、
そ
れ
が
病
院

に
対
す
る
不
満
と
な
っ
て
、
現
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と

が
、調
査
結
果
で
わ
か
り
ま
し
た
。

　

患
者
に
対
す
る
声
か
け
が
、
何

よ
り
も
大
切
な
対
応
で
あ
り
、
こ

資金ショート…資金が不足して支払いができなくなること。用語
解説
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7
人
の
提
言

市
長
対
象
を
第
二
子
か
ら
も
含
め
検
討

第
三
子
か
ら
の
誕
生
祝
い
金
制
度
を

確
立
せ
よ

翠
巒
会 

荒
木
田 

俊
一 

議
員

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

門
脇
市
政
二
期
目
の
今

の
時
期
は
重
要
案
件
が
め

じ
ろ
押
し
で
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を

も
っ
て
臨
ん
で
い
る
と
承
知
し
て

い
る
。
ま
た
、
住
民
の
諮
問
委
員

会
や
他
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
市

政
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
思
う

が
、
本
当
に
十
分
な
情
報
や
資
料

提
供
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
誤

解
を
招
く
よ
う
な
、
あ
る
い
は
都

合
の
良
い
と
こ
ろ
だ
け
を
提
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心

配
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　

議
員
の
方
々
と
の
議
論

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

市
民
の
意
見
を
聞
き
、
で
き
る
限

り
市
政
に
反
映
す
る
こ
と
を
政
治

信
条
と
し
て
こ
れ
ま
で
あ
た
っ
て

き
た
。
今
後
も
こ
の
姿
勢
は
崩
し

た
く
な
い
。

　

不
都
合
な
情
報
を
隠
す
つ
も
り

は
毛
頭
な
い
。

　

庁
舎
整
備
構
想
案
で
、

ま
だ
角
館
総
合
病
院
の
建

状
況
に
あ
る
が
、
な
か
な
か
効
果

は
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
大
変
だ
と
い

う
危
機
感
は
皆
が
共
有
で
き
る

も
の
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

第
三
子
か
ら
の
誕
生
祝
い
金
制

度
を
つ
く
っ
て
子
育
て
支
援
を

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　

第
三
子
以
降
の
優
遇
の

前
に
ま
ず
は
第
二
子
ま
で

産
ん
で
い
た
だ
く
環
境
を
作
る

こ
と
が
第
一
歩
で
あ
る
と
の
思

い
も
あ
る
。
制
度
の
検
討
は
す
る

が
、
対
象
を
第
三
子
以
降
に
す
る

か
、
第
二
子
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

か
も
含
め
た
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

（
小
林
幸
悦 

記
）

断
で
あ
る
。

　

大
変
苦
し
い
経
営
で
は
あ
る

が
、
今
後
資
金
シ
ョ
ー
ト
を

起
こ
す
こ
と
な
く
留
保
財
源

１
億
３
８
０
０
万
円
を
確
保
し
て

運
営
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う

状
況
で
あ
る
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

　

地
域
農
業
再
生
協
議
会

で
設
定
す
る
基
準
反た
ん
し
ゅ
う収

量
は
、
な
ぜ
市
で
一
つ
し
か
な
い

の
か
、
中
山
間
地
の
多
い
仙
北
市

に
お
い
て
、
地
域
環
境
に
応
じ
た

基
準
反た
ん
し
ゅ
う
収
を
設
定
し
て
い
な
い
の

は
、
行
政
に
よ
る
農
家
い
じ
め
で

は
な
い
か
。

　

農
業
委
員
会
か
ら
の

建
議
書
に
、
本
市

の
地
理
的
条
件
を
考
慮
し
、

市
統
一
の
米
の
反
収
か
ら

細
分
化
さ
れ
た
地
域
反
収

を
農
業
施
策
に
反
映
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

提
案
も
あ
り
ま
し
た
の
で

方
向
性
を
導
く
作
業
に
入

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

合
併
前
は
各
市

町
村
で
子
供
の
誕

生
を
祝
う
制
度
が
あ
っ
た

が
合
併
後
は
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
少
子

化
対
策
は
国
を
挙
げ
て
の

設
目
途
が
立
っ
て
な
い
時
点
で
説

明
会
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
危
険

で
あ
る
。

　

市
民
は
病
院
建
設
と
庁
舎
建
設

が
抱
き
合
わ
せ
の
事
業
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
誤
解
を

生
む
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

説
明
の
際
い
ろ
い
ろ
課
題
が
出
さ

れ
、
今
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

す
る
と
言
う
が
、
こ
れ
は
後
付
け

で
は
な
い
か
。

　

病
院
建
設
が
確
定
し
た

か
の
よ
う
な
議
論
で
庁
舎

の
説
明
を
し
て
き
た
と
は
思
っ
て

い
な
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
後
付
け
と

取
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
も
思

う
が
、
説
明
会
で
出
さ
れ
た
課
題

を
今
後
10
年
間
の
発
展
計
画
に
盛

り
込
む
に
は
、
計
画
年
度
前
に
先

取
り
し
た
形
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
し
た
い
と
い
う
提
案
で
あ
り
、

決
し
て
後
付
け
と
い
う
思
い
で
は

な
い
と
理
解
し
て
頂
き
た
い
。

市
立
角
館
総
合
病
院
改
築

事
業
に
つ
い
て

　

起
債
だ
け
に
頼
る
建
築

は
で
き
る
と
思
う
が
、
そ

の
後
の
運
営
で
、
資
金
シ
ョ
ー
ト

に
陥
る
こ
と
は
な
い
の
か
非
常
に

心
配
で
あ
る
。　

　

さ
き
の
病
院
建
設
特
別
委
員
会

で
個
室
に
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
際
に
、
こ
れ
以
上

の
建
築
費
の
増
加
は
病
院
経
営
を

圧
迫
す
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た

が
、
今
回
補
正
し
て
も
実
質
の
償

還
額
は
年
間
２
千
万
円
ぐ
ら
い
し

か
増
え
な
い
か
ら
大
丈
夫
と
の
答

弁
で
あ
る
。
こ
の
整
合
性
を
ど
う

と
ら
え
れ
ば
い
い
の
か
理
解
で
き

な
い
。　

今
回
の
補
正
は
平
成
29

年
に
向
け
て
継
続
費
の
設

定
で
あ
り
、
現
状
で
は
総
務
省

等
々
の
理
解
は
得
ら
れ
て
る
。
し

か
し
、
今
後
の
国
政
の
状
況
に
よ

り
絶
対
で
は
な
い
と
の
思
い
も
あ

る
。
県
及
び
総
務
省
の
担
当
か
ら

は
現
在
の
と
こ
ろ
は
可
能
と
の
判

問問 答

問

問問

答

答

答

答

子育てしやすい環境を
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こ
こ
が
聞
き
た
い

市
長

市
民
ク
ラ
ブ 

小 

田 

島  

忠 

議
員

駅
利
用
者
の
利
便
性
が
向
上
し
、観
光

客
の
町
歩
き
拠
点
と
な
る

角
館
駅
東
西
自
由
通
路
整
備　

果
た

し
て
そ
の
効
果
は
？

角
館
駅
東
西
自
由
通
路

整
備
に
つ
い
て

　

自
由
通
路
の
整
備
で
、

駅
の
利
便
性
や
街
中
の
賑

わ
い
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
図

ら
れ
る
の
か
。
多
額
の
費
用
で
本

当
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

　

現
在
、
市
が
Ｊ
Ｒ
秋
田

支
社
の
協
力
を
得
な
が
ら

設
置
要
望
を
し
て
い
る
自
由
通
路

は
、
オ
ー
バ
ー
方
式
で
、
駅
舎
に

手
を
か
け
ず
に
駅
構
内
を
通
り
、

人
と
自
転
車
を
中
心
に
通
行
が
で

き
る
通
路
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
。
駅
の
東
側
地
区
は
、
も
と
も

と
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
現
在

は
公
園
や
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
新
た
に
つ
く
ら
れ
た
住

宅
地
や
商
業
施
設
が
立
ち
並
び
、

国
道
１
０
５
号
に
接
続
す
る
駅
東

中
央
線
の
整
備
も
一
通
り
完
成
し

て
い
る
。
自
由
通
路
の
設
置
で
、

東
側
地
区
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
格

段
に
向
上
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

角
館
駅
の
乗
降
客
数
を
増
加
さ
せ

さ
が
倍
増
し
た
な
ど
、
総
じ
て
好

意
的
な
評
価
で
は
あ
る
。
し
か

し
、
路
上
待
機
に
よ
る
交
通
の
妨

げ
等
を
懸
念
す
る
場
面
も
見
受

け
ら
れ
る
。
伝
統
や
街
並
み
を
守

る
こ
と
と
、
観
光
事
業
と
は
隙
間

が
あ
る
が
、
２
０
０
万
人
を
超
え

る
お
客
様
を
迎
え
る
町
と
し
て
、

喜
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ

の
一
つ
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
安
全
対
策
が

何
よ
り
で
あ
り
、
路
上
待
機
時
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
待
機
場
所
の

選
定
な
ど
も
含
め
、
観
光
協
会
、

人
力
車
関
係
者
と
協
議
を
進
め

る
。

（
高
久
昭
二 

記
）

生
か
し
な
が
ら
、
仙
北
市
と
し
て

の
新
交
通
網
の
形
成
の
策
定
を
急

ぎ
た
い
。

伝
建
保
存
地
区
（
武
家
屋

敷
通
り
）
の
整
備
と
景
観

保
全
に
つ
い
て

　

弘
道
書
院
の
復
元
の
見

通
し
は
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
平

面
図
、
町
割
り
絵
図
等
を

参
考
に
、
施
設
の
遺
構
特
定
に
つ

な
げ
る
た
め
、
数
箇
所
の
調
査
を

行
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
弘
道
書

院
の
遺
構
・
遺
物
に
結
び
付
く
発

見
は
な
か
っ
た
。
来
年
度
更
に
調

査
を
し
、
町
割
り
４
０
０
年
と
な

る
２
０
２
０
年
に
は
何
と

か
完
成
さ
せ
た
い
。

　

伝
建
群
選
定
当

時
は
古
い
も
の
を

保
存
し
誇
れ
る
ま
ち
を
造

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

た
が
、
現
在
は
観
光
化
が

進
み
、
伝
建
群
地
内
を
人

力
車
が
走
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
現
状
を
ど
う
考
え

る
の
か
。
武
家
町
の
在
り

方
を
問
う
。

　

人
力
車
は
現
在

２
社
が
営
業
し
て

い
る
。
観
光
客
か
ら
は
、

武
家
屋
敷
に
合
う
、
風
情

が
あ
る
。
ま
た
、
説
明
が

あ
る
こ
と
で
散
策
の
楽
し

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
始
発
新
幹

線
の
停
車
運
動
な
ど
も
、
よ
り
説

得
力
を
増
す
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
駅
前
は
そ
の
町
の
顔
と
も
言

え
る
。
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
を

し
て
、「
ま
ち
歩
き
」
な
ど
、
外

町
や
田
町
武
家
屋
敷
通
り
へ
の
動

線
を
描
く
よ
う
な
、
各
種
観
光
メ

ニ
ュ
ー
を
造
成
し
賑
わ
い
づ
く
り

に
努
め
る
と
共
に
、
新
た
な
発
展

を
追
求
す
る
。

　

対
象
と
な
る
利
用
者
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

市
民
を
は
じ
め
、
市
外

の
方
々
の
利
用
が
増
加
す

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
観
光
客
に

は
駅
東
側
を
「
ま
ち
歩
き
」
の
拠

点
と
し
て
頂
け
る
よ
う
に
し
た

い
。

桧
木
内
・
西
明
寺
地
区
の

バ
ス
運
行
に
つ
い
て

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
以

外
に
低
負
担
で
利
便
性
の

高
い
手
段
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
地
域
に
見
合
っ
た
交
通

サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
提
供
し
て
い

る
の
か
。

　

西
木
地
区
の
路
線
バ
ス

廃
止
に
伴
い
、
平
成
24
年

度
か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
し

て
い
る
が
、
利
用
者
は
年
々
増
加

し
て
い
る
。
県
の
補
助
制
度
も
利

用
し
負
担
軽
減
に
努
め
な
が
ら
利

便
性
を
向
上
す
る
こ
と
が
出
来
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
課
題
や
地
域

の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
路
線
変

更
や
停
留
所
な
ど
、
地
域
の
交
通

環
境
を
踏
ま
え
な
が
ら
良
い
仕
組

み
に
な
る
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
。

　

地
域
公
共
交
通
政
策
の

方
針
策
定
や
実
施
体
制
に

不
備
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

市
で
は
本
年
度
、
独
自

の
公
共
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の

検
討
作
業
に
入
っ
て
い
る
が
、
来

年
に
は
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
が
一
部

改
正
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
う

し
た
国
や
県
の
動
き
の
把
握
に
努

め
、
現
在
の
検
討
作
業
の
成
果
を

問

問

問

問

問問 答答

答

答答

答

観光地化が進む武家屋敷通り
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7
人
の
提
言

市
長
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い

超
高
齢
化
社
会
を
む
か
え
る
に
あ
た
り
そ
の
対
応
は
万
全

な
の
か
（
認
知
症
対
策
と
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
）

公
明
党 

熊 

谷 

一 

夫 

議
員

　

秋
田
県
の
高
齢
化
率
は
、
平
成

26
年
7
月
1
日
現
在
30
・
7
％
と

全
国
一
位
で
あ
り
、
仙
北
市
は
約

35
％
と
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
る

現
状
に
お
い
て
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
が
喫き

っ
き
ん緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
公
明
党
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
超
高
齢
者

社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
問

題
や
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

が
、
仙
北
市
の
認
知
症
対
策
と
公

共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

認
知
症
対
策

①
認
知
症
と
認
定
さ
れ
た

　

患
者
は
何
人
か
。
そ
の

取
り
組
み
は
。

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
認
定
者

数
と
そ
の
具
体
的
な
活
動
は
。

③
早
期
発
見
対
策
と
し
て
の
訪
問

支
援
・
地
域
へ
の
「
出
前
講
座
」

等
の
活
動
は
行
っ
て
い
る
か
。

④
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
用
い
た
「
も
の
忘
れ
相

㋐
十
分
な
状
況
と
は
言
え

　

ず
、
今
後
順
次
整
備
を

し
て
い
く
。

㋑
設
置
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
庁
舎
に
つ
い
て
は
車
い
す

用
ト
イ
レ
の
整
備
を
急
い
で

行
い
た
い
。
ス
ロ
ー
プ
等
は
基

準
を
満
た
し
て
い
る
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

は
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い

な
い
。

㋒
聴
覚
に
障
害
を
お
持
ち
の
方

に
は
筆
談
で
対
応
し
て
い
る
。

㋓
事
業
導
入
に
対
し
て
の
条
件

を
満
た
す
も
の
は
無
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

若
者
の
地
方
定
住
化
戦

略
の
推
進
に
よ
る
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
で
地
域
の
雇
用

創
出
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
定
住
支
援
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
相
談
に
応
じ
る
「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　

来
年
度
に
、
2
名
程
度

の
受
け
入
れ
を
前
提
に
準

備
を
進
め
て
い
る
。
平
成
27
年
4

月
の
組
織
再
編
に
お
い
て
、
定
住

促
進
全
般
を
所
管
す
る
「
定
住
対

策
推
進
室
」(

仮
称)

に
お
い
て

対
応
し
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

（
真
崎
寿
浩 

記
）

行
い
導
入
の
在
り
方
を
見
き
わ

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑤
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
介
護

を
行
っ
て
い
る
家
族
の
心
の
ケ

ア
や
、
自
殺
予
防
等
に
活
用
で

き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
導

入
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

㋐
車
い
す
利
用
者
へ
の
対
応

　

は
万
全
な
の
か
。（
駐
車

場
ス
ペ
ー
ス
や
案
内
表
示
等
）

㋑
各
庁
舎
に
お
け
る
車
い
す
利
用

者
用
ト
イ
レ
の
整
備
は
。
段
差

や
ア
プ
ロ
ー
チ
等
の
対
策
は
万

全
か
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の

考
え
は
。

㋒
視
聴
覚
・
言
語
等
障
が
い
者
へ

の
窓
口
対
応
は
万
全
か
。

㋓
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
が
施
行
さ

れ
て
8
年
に
な
る
が
、
税
制
上

の
特
例
措
置
や
補
助
・
融
資
制

度
等
を
活
用
し
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

談
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
導
入
し
、

早
期
発
見
と
予
防
事
業
を
積
極

的
に
展
開
す
る
予
定
は
。

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
の
導
入

を
図
る
考
え
は
な
い
の
か

　

今
年
度
、
第
6
次
介
護

保
険
事
業
計
画
、
第
6
次

後
期
高
齢
福
祉
計
画
策
定
に
あ
た

り
調
査
を
行
い
、
今
後
の
施
策
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
公
明
党
で
行
っ
た
調
査
に
お

い
て
も
、
重
要
な
視
点
に
つ
い
て

は
内
容
を
参
考
に
し
た
い
。

①
介
護
保
険
申
請
時
の
認
知
症
自

立
度
調
査
で
の
人
数
は
、
12
月

1
日
現
在
で
、１
４
３
６
人
で
、

6
年
間
で
約
20
％
増
加
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
相
談
を
受
け

て
い
る
が
、
相
談
で
き
な
い
高

齢
者
に
つ
い
て
は
個
別
に
訪
問

し
て
対
応
し
て
い
る
。
高
齢
者

実
態
把
握
事
業
と
し
て
毎
年
度

３
０
０
件
ほ
ど
行
っ
て
、
早
期

発
見
や
相
談
の
き
っ
か
け
づ
く

り
を
し
、
日
常
的
に
、
関
係
機

関
、
警
察
、
消
防
等
と
連
携
し
、

事
故
防
止
に
努
め
て
い
る
。
今

年
度「
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
」

に
取
り
組
み
、
行
方
不
明
時
の

早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
体
制
確

立
を
急
い
で
い
る
。

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
平
成

20
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
で
、

目
標
を
超
え
る
１
７
４
４
人
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
で
の
見
守

り
や
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

③
認
知
症
早
期
発
見
対
策
と
し

て
、
出
前
講
座
や
講
話
を
行
っ

て
い
る
。
平
成
25
年
度
は
24
回

の
実
績
が
あ
る
。

④
導
入
に
関
し
て
、
今
年
度
試
験

的
な
体
験
を
行
っ
た
が
、
精
神

面
で
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
に
な

る
等
、
細
部
の
検
討
が
必
要
で

は
な
い
の
か
と
い
う
判
断
に

至
っ
た
。
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

事
業
に
お
い
て
の
優
位
性
も
あ

る
の
で
、
来
年
度
再
度
試
験
を

問

問

問

答

答答

JR田沢湖駅の身障者用駐車場
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こ
こ
が
聞
き
た
い

１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ

マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

　

１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン

ジ
マ
ラ
ソ
ン
は
、
平
成
27

年
、
第
25
回
大
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
に
つ
い

て
は
、
資
金
不
足
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
不
足
な
ど
の
理
由
か
ら
、
こ
れ

を
最
後
の
大
会
に
し
た
い
旨
を
大

会
実
行
委
員
会
か
ら
県
の
方
に
伝

え
た
と
こ
ろ
、
県
か
ら
は
引
き
続

き
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
も

あ
り
、
最
終
判
断
は
ま
だ
し
て
い

な
い
よ
う
だ
。　

　

こ
の
大
会
に
は
毎
年
１
７
０
０

人
前
後
の
参
加
者
が
い
て
、
地
域

の
活
性
化
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
振

興
に
も
十
分
貢
献
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

関
係
自
治
体
と
大
会
実
行
委
員

会
で
は
、
今
後
の
対
応
な
ど
の
協

議
は
し
て
い
る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
協
議
で

は
、
県
と
内
陸
縦
貫
鉄
道

本
社
及
び
各
団
体
、
関
係
市
・
村
、

が
ど
う
か
。

　

現
状
で
推
移
し
た
場

合
、
完
成
ま
で
80
年
以
上

の
歳
月
を
要
す
る
計
算
に
な
る
。

　

人
事
等
も
配
慮
し
、
補
助
事
業

の
採
択
に
つ
い
て
も
、
実
施
面
積

の
拡
大
を
要
望
し
、
年
２
㎢
の
完

全
実
施
を
目
標
に
、
ま
ず
は
、
平

地
で
の
事
業
完
了
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を
望
む
声

が
聴
か
れ
る
が
、
希
望
箇

所
全
て
に
と
な
れ
ば
、
本
体
価
格

に
加
え
、
後
年
、
バ
ッ
テ
リ
ー
や

各
パ
ー
ツ
の
劣
化
に
よ
る
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
費
用
も
必
要
に
な
り

厳
し
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
で
き
れ
ば
民
間
企
業

等
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
個
所
の
マ
ッ
プ
を
作
り
、
市

の
広
報
に
掲
載
す
る
こ
と
で
万

が
一
の
備
え
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。　

ま
ず
は
、
市
の
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
市
が

保
有
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
個
所

を
掲
載
し
、
企
業
等
か
ら
は
確
認

を
得
て
公
表
す
る
。

　

さ
ら
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
し
っ
か
り

運
用
で
き
る
勉
強
、
講
習
を
受
け

て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
と
考
え

る
。

（
佐
藤
大
成 

記
）

　

市
に
対
し
て
も
、
関
係
団
体
や

市
民
の
方
々
か
ら
、
事
業
の
継
続

を
要
望
さ
れ
て
い
る
状
況
も
あ

り
、
市
と
し
て
は
、
事
業
を
継
続

し
て
い
く
作
業
を
進
め
て
い
く
。

地
籍
調
査
に
つ
い
て

　

現
在
、
角
館
地
区
の
地

籍
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、こ
こ
数
年
の
実
施
面
積
は
、

0.2
か
ら
0.4
㎢
程
度
で
あ
り
、
今
後

も
こ
の
程
度
の
調
査
面
積
で
進
め

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、ま
だ
ま
だ
、

相
当
数
の
年
月
を
要
す
る
と
思
わ

れ
る
。

　

今
後
、
調
査
面
積
を
拡
大
し
、

早
期
完
了
を
目
指
す
べ
き
と
思
う

と
も
に
こ
の
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
応
援
し
て
い
く
と
い
う
意

思
決
定
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
具
体
的
な
協
議
を
重
ね

て
い
く
。

浄
化
槽
設
置
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
市

設
置
型
浄
化
槽
事
業
を
廃

止
し
、
個
人
設
置
型
に
移
行
し
て

い
く
計
画
の
よ
う
だ
が
、
受
益
者

に
と
っ
て
は
、
市
設
置
型
の
分
担

金
に
比
べ
、個
人
設
置
型
の
場
合
、

補
助
金
制
度
は
あ
る
が
、
負
担
額

が
か
な
り
多
く
な
る
。

　

個
人
負
担
軽
減
の
対
策
と
し

て
、
さ
ら
に
、
市
独
自
の
嵩か
さ

上
げ

補
助
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、市
設
置
型
の
浄
化
槽
は
、

10
年
経
過
す
れ
ば
民
間
譲
渡
が
で

き
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

　

個
人
の
負
担
費
用
を
軽

減
し
、
少
し
で
も
多
く
の

方
に
制
度
を
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
従
来
の
国
・
県
・
市
の
補

助
金
に
加
え
、
市
独
自
の
嵩か
さ

上
げ

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

譲
渡
に
つ
い
て
は
使
用
者
か
ら

の
理
解
を
得
て
進
め
て
い
く
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
事
業
に
つ
い
て

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

は
、
県
と
市
の
補
助
金
を

合
わ
せ
る
と
、
最

大
35
万
円
の
交
付

が
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
利
用
者

の
み
な
ら
ず
工
事

業
者
か
ら
も
好
評

で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
多
く
の
方
が
こ

の
制
度
を
利
用
し

て
き
た
が
、
来
年

度
の
実
施
見
込
み

に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　

県
で
も

事
業
を
継

続
し
た
い
と
い
う

意
向
は
聞
い
て
い

る
。

翠
巒
会 

小 

林 

幸 

悦 

議
員

市
の
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
マ
ッ
プ
を
作
成
し

市
の
広
報
に
掲
載
を

㋐
十
分
な
状
況
と
は
言
え

　

ず
、
今
後
順
次
整
備
を

し
て
い
く
。

㋑
設
置
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
庁
舎
に
つ
い
て
は
車
い
す

用
ト
イ
レ
の
整
備
を
急
い
で

行
い
た
い
。
ス
ロ
ー
プ
等
は
基

準
を
満
た
し
て
い
る
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

は
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い

な
い
。

㋒
聴
覚
に
障
害
を
お
持
ち
の
方

に
は
筆
談
で
対
応
し
て
い
る
。

㋓
事
業
導
入
に
対
し
て
の
条
件

を
満
た
す
も
の
は
無
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

若
者
の
地
方
定
住
化
戦

略
の
推
進
に
よ
る
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
で
地
域
の
雇
用

創
出
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
定
住
支
援
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
相
談
に
応
じ
る
「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　

来
年
度
に
、
2
名
程
度

の
受
け
入
れ
を
前
提
に
準

備
を
進
め
て
い
る
。
平
成
27
年
4

月
の
組
織
再
編
に
お
い
て
、
定
住

促
進
全
般
を
所
管
す
る
「
定
住
対

策
推
進
室
」(

仮
称)

に
お
い
て

対
応
し
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

（
真
崎
寿
浩 

記
）

リフォーム現場

問

問

問

問

問

答

答

答

答 答
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7
人
の
提
言

市
立
病
院
経
営

責
任
の
所
在
を
は
っ
き
り
と

病
院
経
営
は
医
療
局
が
責
任
を
持
つ

仁
政
ク
ラ
ブ 

稲 

田 　

 

修 

議
員

市
立
病
院
経
営
に
つ
い
て

　

市
立
病
院
建
設
が
遅
れ

た
原
因
を
精
査
し
そ
れ
を

共
有
す
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う

か
。
ま
た
、
今
後
更
な
る
建
築
費

増
額
は
あ
り
得
る
の
か
。

　

病
院
建
設
に
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の

委
員
会
を
設
置
し
、
協
議
の
時
間

を
確
保
す
る
た
め
完
成
時
期
を
１

年
延
期
し
た
こ
と
が
遅
れ
の
主
な

理
由
で
あ
る
。
そ
の
間
、
資
材
や

人
件
費
が
高
騰
し
、
建
設
費
が
大

き
く
引
き
上
げ
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
指
摘
は

甘
ん
じ
て
受
け
た
い
。
ま
た
、
９

月
１
日
の
入
札
不
調
後
、
設
計
業

者
等
関
係
機
関
と
そ
の
原
因
を
入

念
に
精
査
し
実
勢
に
見
合
っ
た
実

施
設
計
額
を
設
定
し
た
た
め
、
今

回
の
額
で
の
入
札
執
行
は
可
能
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　

病
院
経
営
に
お
け
る
責

任
の
所
在
を
は
っ
き
り
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

た
具
体
策
は
。

　

１
０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン

に
つ
い
て
は
、
体
育
協
会

が
中
心
と
な
り
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
る
が
、
高
齢
化
等
で
そ
の
運
営

が
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
金
銭
的
な
懸

念
も
あ
る
が
、
事
務
方
の
負
担
軽

減
の
た
め
の
業
者
委
託
も
慎
重

に
検
討
す
る
。
力
を
結
集
し
、
継

続
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

（
高
橋
豪 

記
）

が
、
今
は
逆
の
状
況
で
あ
る
。
こ

れ
を
一
刻
も
早
く
是
正
し
て
い
き

た
い
。　

住
民
説
明
会
を
行
っ
た

が
各
地
区
の
具
体
的
な
反

応
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　

田
沢
湖
地
区
で
は
、
現

在
の
分
庁
舎
方
式
で
何
ら

不
便
が
な
い
と
い
う
意
見
が
大
勢

を
占
め
て
い
た
。
ま
た
、
財
源
を

庁
舎
整
備
で
は
な
く
、
さ
ら
に
必

要
な
雇
用
創
出
、
地
域
活
性
化

等
に
振
り
向
け
る
べ
き
と
の
指

摘
も
あ
っ
た
。
西
木

地
区
で
は
、
庁
舎
整

備
案
件
が
唐
突
で
は

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
で
き
る
だ
け

近
い
所
で
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
の
要

望
も
受
け
た
。
角
館

地
区
は
、
病
院
跡
地

の
活
用
は
財
政
面
が

考
慮
さ
れ
て
い
る
提

案
だ
と
の
意
見
が
多

か
っ
た
。

１
０
０
キ
ロ
マ
ラ

ソ
ン
の
継
続
を

　

１
０
０
キ

ロ
マ
ラ
ソ
ン

を
継
続
さ
せ
る
た
め

の
、
実
行
委
員
会
組

織
再
編
な
ど
も
含
め

　

病
院
経
営
に
は
医
療
局

が
大
き
く
関
わ
っ
て
い

る
。
角
館
病
院
の
み
な
ら
ず
市
内

の
病
院
事
業
全
て
を
見
渡
し
、
そ

の
充
実
を
図
る
た
め
、
医
療
局
は

横
断
的
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
所

在
は
当
然
に
医
療
管
理
者
、
医
療

局
に
あ
る
と
考
え
る
。

企
業
誘
致
の
促
進
を

　

現
在
進
行
中
の
企
業
誘

致
に
つ
い
て
、
誘
致
確
約

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
い
つ
か
。

　

ま
だ
形
に
は
な
っ
て
い

な
い
が
、
実
際
に
数
社
の

企
業
に
対
し
て
誘
致
の
交
渉
を
し

て
い
る
段
階
で
あ
る
。
最
大
限
議

会
と
情
報
を
共
有
し
て
い
き
た

い
。

　

司
食
品
工
業
の
誘
致
案

件
に
お
い
て
は
国
県
の
補

助
は
得
ら
れ
る
の
か
。

　

秋
田
県
で
は
、
仙
北
市

の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け

に
、
雇
用
創
出
効
果
や
県
内
経
済

へ
の
波
及
効
果
が
高
い
企
業
立
地

を
重
点
的
に
応
援
す
る
た
め
、
誘

致
に
関
す
る
補
助
制
度
を
見
直
し

た
。
従
来
の
施
設
整
備
等
に
関
す

る
補
助
を
新
規
雇
用
人
数
に
応
じ

て
嵩か

さ

上
げ
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
回
の
場
合
30
％
の
補
助
を

得
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
誘
致
企
業
の

現
状
は
。

　

現
在
誘
致
企
業
は
市
内

で
７
社
営
業
し
て
お
り
、

１
社
が
休
業
、
２
社
が
廃
業
し
て

い
る
。

統
合
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

　

統
合
庁
舎
整
備
の
前
に

市
の
全
体
的
方
向
性
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

住
民
説
明
会
に
お
い
て

も
同
様
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
本
来
で
あ
れ
ば
次
期
総
合
発

展
計
画
等
に
各
地
区
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
し
っ
か
り
と
盛
り
込
ん
で
、
仙

北
市
が
進
む
べ
き
道
し
る
べ
と
な

る
よ
う
な
計
画
を
つ
く
る
こ
と
が

適
切
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

問

問問

問

問問

問

問 答

答答

答

答

答

答

答

100kmマラソン



市総合計画策定のための市民アンケート調査費に議論集中
 田沢湖再生と市全体の観光客増加に有機的結びつきを強めるための施設建設へ！！

質問　次期（平成 28 年度～37 年度）仙北市総合計画策定の方向性を定める市民アンケートならば、補正予算でなく来
年度の当初予算までに、じっくりと質問項目を練り、来年度の当初予算で行うべきでないか。

答弁　次期総合計画作成の日程は、アンケート内容の精査、業者への入札、無作為に抽出した市民の方々への発送、回
収、集計、分析を行い、それまで各部局で練っていた構想と摺り合わせを行い素案を議会へ提示、平成 28 年３月
完成の予定。また、各部局とのヒアリングで行政判断だけでなく市民アンケートを取らなければならないものも多かっ
た。さらに、庁舎整備に向けた市民説明会で、市民の方々から合併後の市政に対するアンケートの必要性を指摘さ
れた等 に々よる年度途中の総合計画作成の ためのアンケート予算となった。

◇意見を附して可決
　市総合計画の策定は、今後の市の指針と発展を左右す
る重要な事業であり、その策定の基礎資料とするための市
民意向のアンケート調査は、調査期間、収集、分析、市各部
局計画との摺り合わせ等長期間を要する事業で、本来平
成27年度の当初予算で措置しなければならなかったのに、
今議会の補正予算に計上する等、市政に対する緊張感が
欠如しており、今後このような事のないよう緊張感を持って
職務に精励するよう注意喚起する。

■市有林管理費（上桧木内部落会）
■総合計画策定費（アンケート調査費）
■危険空き家対策費（２棟分）
■一般教育総務費（参考書購入費）
■冬期スクールバス運行費（料金改定）

3,221 千円
2,985 千円
1,000 千円
8,197 千円
4,428 千円

総務文教常任委員会

一般会計補正予算（主なもの）可決

■集中管理・職員給与費（減額）
■生保内財産区・分収林交付金（新農会）

14,298 千円
1,037 千円

特別会計補正予算（主なもの）可決

■中川線・下延八割線→「指定管理者」→「株式会社西宮家」　再認
■向生保内線 →「指定管理者」→ 「ロイヤル交通」　　　　　　可決

市民バスの指定管理者の指定について

（広域中央斎場改築に伴う所在地変更）

仙北市過疎地域自立促進計画の変更について   可決

一般会計補正予算

質問　ロイヤル交通の選定理由について
答弁　選定委員会からロイヤル交通の職員は運転のプロ集団で長年営業車を運転してきたキャリアがある方々で、人命

を預かることを優先に考えると非常に信頼できる。また交通安全についても遵守していただける確信がもてるとの意
見があったため。
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解体後



　角館病院の再入札は 1 月 29 日に前回の
入札方法を一部変更して実施される。
主な変更内容
■工期延長 16 ヶ月⇒20 ヶ月
■予定価格は非公表
■入札時VE提案方式を採用 ※1

◇塵芥処理費　6,220 千円　　角館最終処分場の計装機械
の更新
◇ごみ処理場管理運営費 7,575 千円 ごみ処理場の機械修
繕と燃料費
◇国民健康保険特別会計　40,988 千円
◇仙北市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例制定
について
◇仙北市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定に
ついて
◇公の施設の指定管理者の指定について（田沢湖デイサー
ビスセンター）

市民福祉常任委員会

再入札は1月 29日実施

質問　建設工事が始まれば、設計業者が施
工監理を行うと思われるが、建設費
用が増額され、工期も延びることに
伴い、設計監理費も増額になるのか。

答弁　設計監理費については、以前より予
定している 4,117 万円の範囲ですべ
て契約したい。今後、設計監理費の
増額はない。

予算アップで設計監理費用も増額

12億 2,600万円 追加予算可決 工事費総額約73億円

市立角館総合病院移転改築　入札不調により

　市立角館総合病院の移転改築事業は、現在用地造成工事が進んでいるが、その一方で、病院建物の建築工
事入札は平成 26 年 9 月 1 日に実施される予定であった。ところが、参加業者が全て入札を辞退し、その結果、
入札が不調となり現在に至る。市でこの原因を調査したところによると、資材や人件費の急激な高騰により
市が当初見積っていた金額と実勢価格の間に大幅な開きがあったことが分かった。市では実勢価格をもとに
再度積算をした結果、当初の本体工事費約 58 億 4,300 万円に対し、更に 12 億 2600 万円を追加し、本体工事
費 70 億 6,900 万円とする補正予算案を 12 月定例会に提案した。外構工事費 2 億 6,300 万円と併せ全体の工事
費は約 73 億円となる。市民福祉委員会では、予算が大きくかけ離れていた原因や、今後の病院経営に与える
影響などについて議論が集中した。

条例・補正予算　～こんな内容を決めました～

質問　建設費の大幅な増額により、今後の病院経営は大
丈夫か。

答弁　医療内容と信頼の向上、経費削減に努める。救急
を死守するためにも、今回計画した病床数が必要
であり、また、規模縮小は小児科や産婦人科など
の必要性を阻害する。なんとしても、この町の医
療を守るため、将来この病院が負の遺産ではなく
市民の財産となるよう、不退転の覚悟で経営に臨
む。

～今後の病院経営を問う～

仙北市議会だより 12

項 目 当初の予算額 12 月補正額 補正後額

本 体 工 事 5,843,498 1,226,000 7,069,498

外 構 工 事 263,082 0 263,082

合 計 6,106,580 1,226,000 7,332,580

項 目 当初の予算額 12 月補正額 補正後額 上昇率

建 築 工 事 3,266,570 744,257 4,010,827 22.8％

電 気 設 備 工 事 1,053,226 △ 13,170 1,040,056 △ 1.3％

空 調 設 備 工 事 860,160 311,593 1,171,753 36.2％

給排水衛生設備工事 617,052 168,703 785,755 27.3％

外 構 工 事 46,490 14,617 61,107 31.4％

工 事 費 合 計 5,843,498 1,226,000 7,069,498 21.0％

角館病院建築 全体工事費　　単位：千円 本体工事費内訳　　　　　単位：千円

北浦環境センター

　・入札時 VE 提案方式…工事の入札時に入札希望者のコスト縮減に関する技術提案を受け付け、
　　技術提案が発注者の事前審査で承認された場合，その技術提案を基に入札することができる
　　制度。

用語
解説



企業誘致の早期実現を　～工場用地の追加取得を反対多数で否決～企業誘致の早期実現を　～工場用地の追加取得を反対多数で否決～
　市では、青森県内で食品加工工場を営む企業を誘致するため、これまで約 2億円の予算（土地買収・用地
造成費）を投入し、生保内黒沢地内に工場用地（約 27,600 ㎡）を取得し準備中であるが、この度、企業側か
ら用地の追加を求められ、12 月定例会に追加用地（4,000 ㎡）を取得する議案と、それに伴う土地造成予算
（20,148 千円）が提案された。産業建設常任委員会では、企業の進出が未だ決定的ではない段階での、更なる
追加用地取得は認められないとの意見が大勢を占め、反対多数で否決された。

質問　現地法人の設立はいつになるのか。
答弁　企業側の意向は造成工事完了後。市では早期の法人設立を求める。
質問　用地不足は工場規模拡大などが要因とのことだが、具体的な工場配置図は。
答弁　企業側では追加分も含め造成工事が完了しなければ示すことはできないとの見解。
質問　今後更なる用地の追加等はあり得るのか。
答弁　企業側からはこれ以上の要望は受けていない。今後は企業側での対応を求める。
質問　廃水処理など環境への影響はないのか。
答弁　河川への排水放流については今後漁業組合と協議する。また、下水道への排水も求めている。

■米価下落対緊急支援事業費補助金　　　　11,825千円
H26年産米の「あきたこまち」以外の品種へ60キロあ
たり200円を補助
■水稲種子購入緊急支援対策事業費補助金　12,258千円
  H27年度米の種子購入に対する補助金
■木質バイオマス施設管理運営費　　　　　20,966千円
木質バイオマス施設廃止に伴う電気工事費と、クリオ
ン、にしき園の電気料
■道路維持補修費 5,207千円
　 冬期間終了後の道路補修費と真崎地下道の照明修理費
■下水道事業特別会計補正予算　　　　213千円
■集落排水事業特別会計補正予算　 △2,000千円
■浄化槽事業特別会計補正予算　　 △9,586千円
■簡易水道事業特別会計補正予算　　　137千円
■温泉事業会計補正予算　　　　　 　1,943千円

■米価下落対緊急支援事業費補助金　　　　11,825千円
H26年産米の「あきたこまち」以外の品種へ60キロあ
たり200円を補助
■水稲種子購入緊急支援対策事業費補助金　12,258千円
  H27年度米の種子購入に対する補助金
■木質バイオマス施設管理運営費　　　　　20,966千円
木質バイオマス施設廃止に伴う電気工事費と、クリオ
ン、にしき園の電気料
■道路維持補修費 5,207千円
　 冬期間終了後の道路補修費と真崎地下道の照明修理費
■下水道事業特別会計補正予算　　　　213千円
■集落排水事業特別会計補正予算　 △2,000千円
■浄化槽事業特別会計補正予算　　 △9,586千円
■簡易水道事業特別会計補正予算　　　137千円
■温泉事業会計補正予算　　　　　 　1,943千円

産業建設常任委員会

なぜ反対・なぜ賛成　～委員会討論～

ここが知りたい議論のポイント

補正予算 ～こんな内容を決めました～

主な反対理由（反対4）
・地元の雇用創出のため誘致実現を求めるが、
現段階で企業が必ず進出する担保がない。
・現地法人設立のスケジュールや、用地を追加
取得するにも関わらず具体的な図面等が示さ
れていない。
・内容に不確定な要素が多すぎる。
・用地の追加は進出が確定してからでも良いの
では。

主な賛成理由（賛成1）
・地域を元気にするため、追加用地を取得して
企業誘致を早期に実現するべきである。
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㈱司食品工業建設予定地

廃止となる木質バイオマス施設
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○
仙
北
市
教
育
委
員
会
委
員　

河
原
田　

修
氏
（
仙
北
市
角
館
町
上
菅
沢
１
６
４
番
地
）

○
仙
北
市
農
業
委
員
会
委
員
（
議
会
推
薦
）

佐
藤　

善
栄
氏
（
仙
北
市
田
沢
湖
刺
巻
字
明
戸
23
番
地
）

山
本　

實
氏
（
仙
北
市
角
館
町
山
谷
川
崎
字
山
谷
３
８
５
番
地
）

齋
藤
瑠
璃
子
氏
（
仙
北
市
西
木
町
小
山
田
字
林
崎
84
番
地
）

平
岡
裕
子
氏
（
仙
北
市
田
沢
湖
小
松
字
寄
合
１
０
５
番
地
２
）　

■
人
事
案
件

平成26年11月8日
午前10時開会

３地区同時開催

□各地区から寄せられた要望・提言を市長に提出しております。その見解等については、議
会ホームページに掲載致します。

□議会への意見要望等は、今後の議会活動に反映させます。

◎意見交換会

◎市への要望・提言

（多くのご意見をいただきましたが紙面の関係上議論の集中したものを掲載しております。）

◇兄弟で保育園に別々に入所しているので改善してほしい。
◇「地域のため土地・家を市へ提供したい。」という方がいる。市で有効

活用できないか。
 ◇児童・民生委員会協議会の会計監査が内部監査で終わっている。市も

入って外部監査すべきでないか。
◇非課税世帯へ住宅用火災警報器の設置補助をして欲しい。
◇秋田内陸線に「観光」の名前を付け、本社を新幹線が走る角館に置き、

攻めの営業をして欲しい。
◇地域運営体事業をプレゼンテーション方式や使途を明確にする形に変

える事が必要。
◇市民に対する市職員の対応が悪いので、市長及び市幹部職員は職員を

公僕であるという自覚を持つよう指導するべきである。
◇桧木内・西明寺地区で運行のデマンドタクシーは予約しなければなら

ず不便なので市営バスの運行を要望する。

議会報告と意見交換会（報告）

地　域　名 田沢交流センター 白岩集落センター 桧木内公民館

参　加　者 ７名 10 名 16 名

参加者の方の意見 参加議員の意見

○司食品の誘致について
◇企業に対して多額の税金を投入して問題がない

か。
◇いいことは早めに手を挙げ、議会の決断も早めに

すべきである。

☆企業誘致には、工業団地を準備して提供するのが
通常だか、仙北市にはないので造成まで市が責任
を持っている。

☆早めに対応したが、用地取得に時間を要し計画ど
おりだと工場は完成していた。

○市庁舎の整備について
◇現在の分庁舎方式で不便は感じない。統合庁舎の

建設より、地域の振興策が先であり、整備後の市
の財政、建設場所等含め十分な論議をして、市民
の納得の行く庁舎整備とすべきでないか。

☆庁舎の整備方法について、分庁舎方式か統合庁舎
方式か、議会の意見は統一になっていない。庁舎
より地域振興を優先するとともに、市民の皆さん
との十分な論議を得て、納得の行く庁舎整備とす
るべきである。

○市立角館総合病院の改築について
◇市立田沢湖・角館病院両病院の赤字は異常な状態

である。人口減少により外来、入院患者、診療報
酬等も減っていく中で企業会計とはいえ、最後は
市民が負担しなければならないのではないか。又、
田沢湖病院の活用は考えられないのか。

☆市立病院は市民の命を守る砦として、地域の安心
安全のために寄与しなければならない。そのため
には赤字であっても良いという事ではない。大曲
仙北広域２次医療圏の中でベット数等県の指導を
受けながら改築後の病院対応により患者数増を図
るよう指導する。
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1
市
税
の
未
収
に
つ
い
て

　

県
の
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
と

共
に
収
納
対
策
を
実
施
し
、
一
定

の
収
納
効
果
は
上
げ
て
い
る
。
今

後
、
地
方
交
付
税
が
減
少
し
市
財

政
は
、
か
な
り
厳
し
く
な
る
と
危

惧
さ
れ
る
。
市
税
の
不
納
欠
損
及

び
収
納
未
済
額
が
増
加
し
な
い
よ

う
に
、自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
、

よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
頂
き
た

い
。

2
地
域
運
営
体
に
つ
い
て

　

｢

地
域
の
活
性
化
を
担
う
中
核

に
な
っ
て
頂
き
た
い｣

と
い
う
事

で
ス
タ
ー
ト
し
た
運
営
体
だ
が
、

　

本
会
議
最
終
日
に
、
Ａ
議
員
よ

り
一
般
質
問
の
不
穏
当
部
分
の
発

言
取
り
消
し
要
請
が
あ
り
、
議
会

運
営
委
員
会
で
協
議
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
長
か
ら
は
、「
発

言
の
取
り
消
し
を
許
可
す
る
。
取

り
消
す
不
穏
当
部
分
に
つ
い
て

は
、議
長
に
一
任
す
る
」
と
し
た
。

更
に
、
Ａ
議
員
よ
り
陳
謝
を
認
め

る
事
に
全
会
一
致
で
決
定
し
た
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
本
会
議
で
、
本
人
よ
り
、
市

今
後
の
市
財
政
を
勘
案
し
た
場

合
、
未
来
永え

い
ご
う劫
、
交
付
金
を
措
置

す
る
こ
と
は
厳
し
い
と
懸
念
さ
れ

る
。

　

今
年
度
か
ら
、
一
律
５
０
０
万

円
の
交
付
金
を
見
直
し
、
地
域
の

人
口
や
面
積
に
応
じ
た
制
度
に
変

更
さ
れ
た
。
運
営
体
と
し
て
の
収

益
を
原
資
と
し
た
【
運
営
体
の
自

立
】
も
目
指
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

3
離
職
者
等
就
労
支
援
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て

　

就
労
意
欲
の
あ
る
生
活
保
護
世

帯
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
就
労
支

議
会
と
仙
北
市
民
の
皆
様
に
お
詫

び
と
陳
謝
を
行
っ
た
。

　

議
長
か
ら
も
「
議
会
に
お
け
る

発
言
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
品
位

を
保
持
し
、
市
民
に
不
快
感
を
与

え
な
い
よ
う
、
今
後
、
十
分
に
留

意
す
る
事
を
申
し
添
え
る
」
と
の

注
意
が
あ
っ
た
。

　

事
の
発
端
は
、
一
般
質
問
で
、

Ａ
議
員
が
、
市
立
角
館
病
院
の
新

築
事
業
費
が
再
び
増
額
さ
れ
る
事

に
つ
い
て
の
議
論
で
、
議
会
の
品

位
を
欠
く
喩
え
を
用
い
た
不
穏
当

な
発
言
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

言
論
の
品
位

援
員
を
１
名
雇
用
。
平
成
25
年
度

は
63
名
の
方
を
対
象
に
就
労
支
援

を
行
い
、
12
名
が
就
労
さ
れ
た
。

4
敬
老
祝
い
金
支
給
事
業
費
に
つ

い
て

　

平
成
25
年
度
は
、
80
歳
が

４
４
２
名
で
前
年
度
比
21
名
の

増
。
88
歳
は
２
０
５
名
で
44
名
の

増
。
99
歳
は
14
名
で
６
名
の
増
で

あ
る
。
今
後
、
支
給
対
象
等
の
検

討
を
す
る
。

5
来
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、

秋
田
ス
ギ
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
の
結
論
を
、
12
月
定

例
会
ま
で
に
決
定
し
て
頂
き
た

い
。

6
昨
年
度
の
種
苗
交
換
会
で
、
本

市
の
受
賞
者
が
多
か
っ
た
事
に

着
眼
し
、
仙
北
市
農
業
全
体
の

発
展
に
活
か
し
て
頂
き
た
い
。

　

新
聞
の
コ
ラ
ム
に
も
、
掲
載
さ

れ
、
し
か
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
で
全
国
・
全
世
界
へ
流
れ
た

た
事
で
、
仙
北
市
議
会
全
体
の
品

位
を
著
し
く
低
下
さ
せ
た
事
は
否

定
で
き
な
い
。
あ
る
政
治
家
は
、

「
議
員
は
議
会
で
の
質
問
が
命
だ
」

と
教
え
ら
れ
た
。
庶
民
が
何
を
悩

み
、
希
望
し
、
課
題
は
何
か
、
現

場
を
踏
ま
え
て
質
問
す
る
。毎
回
、

万
全
の
準
備
と
体
調
を
整
え
て
、

臨
ん
で
い
る
と
の
事
。
こ
う
い
っ

た
姿
勢
が
不
足
し
て
い
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
う
。

7
道
路
の
除
草
に
あ
た
り
、
市
内

一
斉
の
除
草
デ
ー
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

8
市
民
参
加
型
イ
ン
フ
ラ
維
持
整

備
事
業
は
、
よ
り
使
い
易
く
な

る
よ
う
に
機
械
等
の
経
費
に
つ

い
て
も
検
討
頂
き
た
い
。

●
反
対
討
論
（
不
認
定
理
由
）

1
市
の
財
源
を
確
保
す
る
に
は
、

市
民
が
豊
か
に
な
り
担
税
力
を

高
め
て
い
く
事
が
不
可
欠
で
、

市
の
政
策
が
市
民
の
生
活
向
上

に
繋
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
現
実
は
自
主
財

源
は
伸
び
ず
、
依
存
財
源
の
地

方
交
付
税
も
減
額
さ
れ
つ
つ
あ

る
。

　

本
決
算
で
は
監
査
委
員
が
指
摘

す
る
と
お
り
、
多
額
の
不
用
額
が

生
じ
、
計
画
的
な
予
算
執
行
と
は

地
方
自
治
法
第
１
３
２
条
に

（
言
論
の
品
位
）

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
会
議
又
は
委
員
会
に
お
い

て
は
、
議
員
は
、
無
礼
の
言

葉
を
使
用
し
、
又
は
他
人
の

私
生
活
に
渡
る
言
論
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

言
い
難
い
。
事
業
の
進
し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
に

応
じ
て
、
早
期
に
見
直
し
を
図
る

努
力
が
必
要
で
あ
る
。
ひ
び
割
れ

た
道
路
が
目
立
つ
昨
今
で
は
、「
市

民
の
税
金
を
有
効
に
活
用
し
た
適

正
な
予
算
執
行
と
は
言
え
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
市
民
か
ら

の
意
見
が
多
い
。

2
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
た
が
市
民
に
は
、
全

く
配
布
さ
れ
て
い
な
い
。
策
定

す
れ
ば
そ
れ
で
良
い
と
言
う
考

え
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
本
市
の
日
常
業
務
が
マ

ン
ネ
リ
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

【
採
決
】

賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

（
熊
谷
一
夫 

記
）

発
言
は
永
久
に
残
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
わ
き
ま
え
、
第
三
者

の
名
誉
や
議
会
の
権
威
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
慎
重
に
発
言
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

議
員
全
員
が
、
今
回
の
事
を
教

訓
に
、
き
ち
ん
と
襟
を
正
し
て
発

言
し
、
活
発
で
、
前
向
き
な
議
論

が
展
開
さ
れ
る
議
会
を
作
り
上
げ

て
い
く
事
が
仙
北
市
議
会
の
名
誉

回
復
に
繋
が
っ
て
い
く
事
に
な
る

と
考
え
る
。

（
熊
谷
一
夫 

記
）

と
、
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

議
会
は
住
民
代
表
の
場
で
あ
る

か
ら
、
そ
こ
で
の
発
言
に
は
品
位

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
会
の

平
成
25
年
度
仙
北
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

各
分
科
会
の
意
見
・
要
望
要
約

予
算
常
任
委
員
長
報
告



市
議
会
を
傍
聴
し
て

佐
々
木
功
（
角
館
町
）

　

12
月
議
会
の一
般
質
問
を
傍
聴
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
員
に
と
っ

て
は
も
っ
と
も
華
や
か
な
意
義
の
あ

る
発
言
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
市
民
か
ら
重
大
な
関
心
と
期
待

を
も
た
れ
る
議
員
活
動
の
場
で
す
。

　

そ
し
て
自
己
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
絶

好
の
場
面
で
も
あ
り
ま
す
が
裏
に

は
多
く
の
支
持
者
、
多
く
の
市
民

の
目
が
あ
る
こ
と
だ
け
は
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

質
問
す
る
側
、
答
弁
す
る
側
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
…
。

（
Ｔ
Ｖ
の
国
会
中
継
で
真
剣
な
や
り

取
り
、
感
情
剥
き
出
し
の
応
酬
を

よ
く
見
ま
す
）
そ
こ
ま
で
は
求
め
ま

せ
ん
が
今
一
度
の
応
酬
を
望
み
た
い

も
の
で
す
。

　

議
員
一
人
の
質
問
時
間
60
分
で
は

再
質
問
、
再
々
質
問
を
含
め
て
足

り
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

本
年
仙
北
市
誕
生
10
周
年
を
迎

え
る
。
議
会
広
報
も
９
月
定
例
会

号
で
創
刊
号
か
ら
記
念
す
べ
き
40

号
に
な
る
。
暫
定
議
会
か
ら
発
し

て
多
く
の
議
員
が
議
会
広
報
の
編

集
に
携
わ
っ
て
来
た
。
刺
激
の
強

い
文
章
を
掲
載
す
れ
ば
賛
同
の
声

も
あ
れ
ば
、批
判
の
声
も
あ
が
る
。

毒
に
も
薬
に
も
な
ら
な
い
文
面
に

す
る
と
誰
も
読
ま
な
く
な
る
。
絶

え
ず
二
律
背
反
と
も
言
う
べ
き
ジ

レ
ン
マ
の
中
で
議
会
広
報
の
立

ち
位
置
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
、
当
局
と
の
距
離
や
緊
張
関
係

は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
編
集

委
員
は
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
当
委

員
会
で
も
井
の
中
の
蛙
で
な
ら
ず

と
、
昨
年
全
国
議
会
広
報
コ
ン
テ

ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
す
る
な

ど
、
活
躍
が
目
覚
し
い
山
形
県
庄

内
町
に
先
進
地
研
修
を
し
て
き
た

旨
を
9
月
定
例
会
報
で
報
告
し
、

本
紙
の
刷
新
を
宣
言
し
ま
し
た
が

16
ペ
ー
ジ
と
い
う
枠
の
中
、
見
出

し
を
大
き
く
し
た
り
写
真
を
多
用

す
る
と
そ
の
分
、
文
章
の
文
字
数

が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
制
約
に
喘

ぎ
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
、
少
し
で
も
見
や
す
い
、
読
み

や
す
い
広
報
に
な
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
ま
す
の
で
本
年
も
忌き
た
ん憚
の
な

い
助
言
を
宜
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）

　

12
月
16
日
の
予
算
常
任
委
員
会

終
了
後
に
議
員
控
え
室
や
会
議
室

が
全
部
使
用
さ
れ
た
。

　

18
・
19
日
の
予
算
委
員
会
と
本

会
議
で
の
討
論
・
採
決
へ
の
会
派

内
協
議
と
意
見
集
約
の
為
で
あ

る
。
会
派
制
の
議
論
は
多
々
あ
る

が
、
本
市
議
会
運
用
例
で
は
「
会

派
と
し
て
の
議
案
に
対
す
る
表
決

の
方
向
性
を
調
整
し
、
議
案
質
疑

か
ら
委
員
会
審
査
、
討
論
、
採
決

に
臨
む
こ
と
と
す
る
」
と
あ
る
以

上
、
国
会
の
政
党
と
は
い
か
な
い

ま
で
も
、
会
派
の
数
の
力
は
大
き

い
。
会
派
代
表
の
ま
と
め
役
と
し

て
の
力
量
の
見
せ
所
で
も
あ
る
。

　

吉
田
松
陰
は
、
捕
縛
さ
れ
江
戸

へ
送
ら
れ
る
直
前
に
、
弟
子
に
対

し
て
有
名
な
「
至
誠
に
し
て
動
か

ざ
る
も
の
は
、
未
だ
之
れ
有
ら
ざ

る
な
り
」〔
孟
子
〕
と
言
っ
た
。

誠
実
に
市
民
の
中
に
入
り
、
動

き
、
民
意
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る

重
要
性
と
決
断
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
、
幕
末
と
平
成
の
違
い
は
あ

出初式での振舞餅

　

議
員
が
質
問
す
る
こ
と
は
市
全

体
の
用
件
を
含
ん
で
い
ま
す
。
他
の

議
員
も
、
こ
の
質
問
は
自
分
と
は

関
係
な
い
・
自
分
の
地
域
と
は
無
関

係
と
い
う
よ
う
な
対
応
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

質
問
自
体
に
も
更
な
る
突
っ
込
ん

だ
積
極
的
な
も
の
が
不
足
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
、
何
と
な
く
通
過
し

た
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た
。
質
問

す
る
側
も
今
一
度
絞
り
込
ん
だ
、
的

確
な
要
点
で
の
質
問
を
期
待
し
ま

す
。

　

質
問
が
終
了
し
て
結
果
的
に
は

何
が
？
ど
う
な
っ
た
の
？
ど
う
な
る

の
？
…
と
い
う
の
が
素
直
な
感
想
で

す
。

　

質
問
が
一
過
性
に
終
わ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
双
方
と
も
に
充
分
な
協

議
を
重
ね
て
欲
し
い
、
ま
た
予
算
も

伴
う
事
案
も
当
然
あ
り
ま
す
の
で

充
分
な
審
議
を
求
め
ま
す
。

　
一般
質
問
、
貴
重
な
る
60
分
、
市

民
の
要
望
要
件
が
び
っ
し
り
詰
ま
っ

て
い
る
60
分
、
更
な
る
充
実
を
期
待

し
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
後
に
は
ど
の
よ
う
な

顛
末
と
な
る
か
見
定
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

れ
、
政
（
ま
つ

り
ご
と
）
に
席

を
置
く
者
と
し

て
の
心
は
同
じ

も
の
と
思
う
。

　

常
に
将
来
に

禍
根
を
残
す
議

決
だ
け
は
致
す

ま
い
と
熟
慮
し

な
が
ら
、
本
会

議
に
臨
む
心
だ

け
は
持
ち
た
い

も
の
で
あ
る
。

（
熊
谷
一
夫 

記
）
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